


■財の輸出の減速傾向が強まる
　財・サービスの輸出は、全体の8割弱を占める財の輸出が前年比3.6％減と落ち込んだ。中国経済の
減速に加え、バーツ高の影響が輸出の落ち込みに拍車をかけた。タイ中央銀行の再三の利下げにもか
かわらず、年末にかけてバーツ高は進行した。他方、サービスの輸出は0.5％増と堅調に推移した。
これは、外国人観光客が、2019年通年で3,979万人と前年の3,818万人から増加したことが寄与した。



軍政派の連立与党に有利な政権運営が可能との批判が高まっている。コロナ禍からの経済回復を図る
うえで、政者

■米国向け輸出が2桁増
　タイ商務省によれば、2019年の輸出額は前年比2.6％減の2,463億ドル、輸入額は4.8％減の2,363億ド
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により、中国から輸出していた製品の一部をタイが代替した可能性がある。また、中国向けはコン



躍進の理由の一つとして、米中貿易摩擦の激化に伴う米
国向け製品の中国からタイへの生産移管が挙げられる。
認可ベースでの中国の大型案件としては、商用車のタイ
ヤ製造（273億バーツ）、金属製品・金属部品の製造（40
億バーツ）、電気・電子製品の製造（32億バーツ）、家電
の製造（18億バーツ）、家具の製造（15億バーツ）など
がある。
　こうした動きがある中、タイ政府は2019年9月10日の
閣議で、米中貿易摩擦を受け、タイに移転する企業への
優遇策「タイランド・プラス」を承認。税制上の優遇措
置が柱であり、5年間にわたって法人税を50％軽減する。
投資地域は問わず、投資額10億バーツ（約35億円）以上
の事業が対象で、2020年末までに申請し、210年末まにま∵






